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於て一生を共にするに適した人であると思ふ、余は今何を迷ふ事があるのか、 I must 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(25)《低い生活》《高き女》は、有名なワーズワースの詩句Plain living and high thinking
（London, September 1802）を直接或いは間接に踏まえているのかもしれない。
(26)志賀は、Ｃの事件の翌明治四十一年四月十七～二十一日付けで有島壬生馬に宛てた手紙
の二十日の所で、武者の結婚話について、《武者の兄さんの奥さんは毛利公爵の娘さんださ
うで武者の細君になるかも知れない人は、川越の元は、セリアキウドの娘さんだといふの
は、非常に快よい感じがしないか。それで兄さんも別に不賛成がなく、叔父さんは寧ろ乗気
であるといふ、何んとなく痛快だ、若しこれがうまく成立すれば、これからの社会、望む社
会にいゝ辻占だ、》と書き送っている。Ｃに幻滅した後も、志賀は、身分・階級差のない世
界を作る為に、自分達が率先して模範を示したいと思っているのである。
(27)志賀の日記から、八月四日に箱根に出発し、二十日に帰京したことが確認できる。箱根
にＣを連れて行くかどうかは、「手帳７」によれば、七月十一日の段階で、既に考え、迷っ
ていたことが分かる。『大津順吉』では、祖母が《千代を連れて行きたい》と言ったことに
なっているが、これは事実とも虚構とも確認できない。七月十一日の「手帳７」に、《連れ
て行くものはＣかさきかを自分で決しやう》とあるので、最終的には志賀が決めたのであろ
う。Ｃにしなかったのは、「手帳７」によれば、性的牽引に抵抗できなくなる危険を考えた
ためらしい。
(28)『片恋』のアーシャは小間使いタチヤナの私生児であり、その事がＮにもアーシャにも
結婚をためらわせ、不幸なすれ違いの原因になる。『大津順吉』は、『片恋』の半面である
「Ｎとアーシャは思い切って結婚すべきだった」というメッセージだけを取り上げている
が、実は『片恋』の残りの半面は、「女中との恋愛は不幸を招く」であり、『大津順吉』を
執筆した時の志賀は、そうしたアンビヴァレンツをも、心の奥底で受け止めていたかも知れ
ない。
　なお、『片恋』は、『濁つた頭』で宿の女中が持って来てくれるが、本が汚れ切っていて
如何にも汚いので、見る気がしなかったとされる。志賀は『片恋』に悪い印象を持っていた
のであろう。
(29)全集では新旧共に、「手帳８」のこの箇所が、「余が願を入れたる時には」となってい
るが、「入れざる時」でなければ前後の意味が通じない。汚く書いてあるために、「ざ」が
「た」に見えるのであろう。
(30)『大津順吉』「第二」の（三）で、ウィーラーの電話のことを千代に問い質した際と、
（八）で順吉が千代に「箱根に連れて行かないことになった」と告げた時は、自室で話した
事になっているが、いずれも心が通い合うような仲の良い会話とは言えない。
(31)「手帳９」の九月十五日（回想）に、八月《二十七日、朝、武者帰る、早速行く、熱烈
でないから意味ありといふ、余一人の問題にあらずといふ》とある。これが『大津順吉』
「第二」の（九）で、「熱烈でない」という順吉の言葉に対して、「前後を考える余裕があ
る方が本統に偉い」と重見が答える会話の元であるが、もともと志賀も武者と同じ考えだっ
たのである。
(32)全集では、新旧共にこの箇所が「自分について」となっているが、「身分」でなければ
前後の意味が通じない。汚く書いてあるために「身」が「自」に見えるのであろう。
(33)『大津順吉』では岩井となっているが、モデルは石井と言うらしい。明治四十一年八月
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二十九日発行の「望野」第六号に掲載されたかと思われる未定稿60『今度の小説に就い
て』に《炭焼の事は、下の石井に教へて貰つた》と出る。しかし、『大津順吉』での岩井関
係の描写が事実通りかどうかは、確認できない。
(34)Joshua Reynoldsの1786-7年の油絵Angel's Headsを銅版画にしたものらしい。
(35)順吉を弱者として提示するという方針は、〈草稿〉の時にも、（四）の絹ウィーラーか
らの最初の電話の所など、一部には見られる。しかし、〈草稿〉は、輔仁会大会で乃木・新
渡戸を軽蔑する順吉像から始まって居り、比較的強い、自信を持った人物という印象が強
かった。（三）でも、《自分は先生に対してはカナリ、ハンブルな心持でゐた。然し先生か
ら馬鹿にされてゐる、日本の現代の人々には傲慢な心を持つてゐた。》と書かれている。弱
者としてユーモラスに描くことは、〈完成形〉で初めて意識的に実行されたと言って良い。
(36)〈草稿〉には、ヴィーナスの件はなかった。
(37)なお、この後の《医科大学へ行つて居る人が云つた。「毎日学校でアルコール漬の人間
を見て居ると、此肉体が其儘復活するとは考へられないからナ」》は、かなり衝撃的な発言
である。キリスト教の観念に被われた眼には見えない死肉・物質・動物としての、生々し
い、《アルコール漬の》人体の科学的真実を（天国へ行く際には切り捨てるべきものとして
ではあるが）指摘しているからである。この時点の順吉にはその意味は分からなかったが、
これは無神論に通ずる肉体観であり、『大津順吉』執筆時の志賀は、こうした生々しい、或
る意味ではおぞましい肉体の自然を、正面から肯定する立場に立っていた筈なのである。
(38)「第一」の（四）に、ウィーラーを見て、《二三日前自分の部屋で見た雑誌の口絵とは
殆ど同一人と信ずることが出来なかつた。》と言っていることから推定した。絹の母が《五
六日前》に娘が《ダンスでもやつて見ようか》と言い出したのでパーティーを開いたと言っ
ている事から、電話の時期は、早くても五六日前ということになる。
(39)ウィーラーが名前を挙げた《明光》のモデルは松平春光、《佐藤礼吉》のモデルは加藤
泰吉で、いずれも志賀の友人である。
(40)青木は黒木、瀧は女中まき、外山先生は内村鑑三がモデルである。
(41)なお、〈草稿〉（四）では、佐々木に書くべき事を考える時にも座布団を枕にしていた
が、〈完成形〉では、ウィーラーのことを考える時のみにした。この事からも、完成稿を書
く時に、志賀が身体・姿勢の使い方に、いかに注意を払っていたかが分かるのである。
(42)旧全集第15巻の「ノート１」Ｐ276が、その事を後で想い出して記録したものであろ
う。
(43)〈草稿〉に、《「此方の奥様にもうお子さんがお出来になったんですってネ」かういつ
て娘は多少悪意のある笑顔をした。自分は速夫が此娘と互いに有頂天になつてゐるといふ噂
を聴くと直ぐ他の人と――其人は彼の前の恋人であつた。――結婚したので其時一寸妙な感
じがした。》という一節がある。思うに高崎弓彦は、前の恋人を妊娠させたか、或いは単に
肉体関係を持ってしまったかで、慌てて結婚したのではないか？　ブリンクリーはその事を
遠回しに諷しているのであろう。なお、志賀は、『大津順吉』〈初出〉では、〈草稿〉と同
様《奥様にもうお児さんが》となっていたものを、後に《奥様にもお児さんが》に改めた。
友人の私事を暴くことを避けようとしたのであろう。
(44)この「手帳５」によれば、志賀は当時、他にもブリンクリーと同じ程度に愛している女
が居て、ブリンクリーに会う前日にその女に会いに行く事で、両方の愛を言わば減殺しよう
としたと言う。普通の家の娘を愛していて会いに行くということは、当時の社会状況および
志賀の状況から言って考えにくい。従って私は、この女は当時志賀が好きだった女義太夫の
竹本朝重で、それを寄席に聞きに行ったことをこの様に言ったのではないかと思う。
　その証拠としては、明治三十九年十月二十日の「手帳５」に、朝重について《小供らしき
働作あり（中略）彼は快活なり　十二三の小供の如くに快活なり（中略）彼は道徳律の窮屈
なものを嫌ふ、よくいへば自由人なり、従つて、多少Wildな所あれども、自然に発達せる
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女なるべし》とあること、同年十一月六日の「手帳５」に執筆済み・途中・予定の作品名を
並べた最後に《○牧と朝重》とあって、この「牧」は〈草稿〉（七）に使われた女中まきと
推定でき、志賀にとってまきと朝重には共通する所があったと見て良いこと、そして同年十
二月二十八日の「手帳６」に、《若し朝重を自分の妻にしたらどうだらう？》という空想を
書き留め、続いて〈草稿〉（七）に使われる女中まきとのエピソードをＭのこととして書い
て、《朝重を恋するなどゝは勿論云へぬが少なからず好きな事は事実だ》、朝重を《見て居
る内に何だかＭ女の当時に甚だ似たるやうに感ぜられる》と書いていることが挙げられる。
志賀が愛したＣも子供のように無邪気で快活な少女だったらしい事を考えると、まきと朝重
も似たタイプで、相当に好きだったらしく感じられる。
(45)ブリンクリーの写真については、新全集第16巻月報21を参照されたい。
(46)《第二の趣味と性質》という発想のもとになったと思われるものが、「ノート１」の明
治三十八年十二月の所にある。それは、「生まれつきのものである天性と、後天的に作られ
た性質とが合わさったものが品性で、天性は変化しないが、作られた性質は変化する。よき
天性を持つ者は天性に従うのがよい」という論で、これは『内村鑑三全集』第二巻「天才と
品性」に書かれている考えを内村鑑三から聞いて、それに基づいて考えたものかも知れな
い。
(47)『城の崎にて』の鼠の《動作の表情》、そして蜂・蠑?のいずれも傑出した描写は、こ
うした捉え方の延長線上に現われたものなのである。志賀が「体にも表情がある」という捉
え方をするようになった経緯については、別稿を予定している。
(48)脱線になるが、『大津順吉』は、素晴らしい視覚的なシーンに富む小説であるし、志賀
の文学全体にも、そういう傾向が強い。しかし、これは決して、単に視覚的・美術的センス
の問題ではないと私は思う。身体の意味を発見した志賀が、身体の視覚的側面を活かして使
おうとした結果（もちろん、身体の内部感覚は、視覚的でない仕方で、活かして使っている
のであるが）、視覚的なシーンが非常に研ぎ澄まされた見事なものになったのだと思う。
(49)細かい事だが、〈草稿〉（六）では、この《渋谷の友達》は《佐々木》となっており、
モデルは黒木三次と推定できる。明治四十年五月十八日執筆の未定稿27『友待つ間』は、
《青山の黒木》を訪ねた所、留守だった為、その向かうの原の中に生えている樫の木の根方
で帰宅を待つ暇潰しに書いたものであることが、文中に書かれていて、『大津順吉』の《屋
敷の裏の広い空地になつてゐる原》の《木の蔭になつた草の上に横にな》るという描写と一
致している。しかし、稲ブリンクリーのダンス・パーティーの翌日に、志賀が黒木を訪ねて
留守だったという事実があったかどうかは、確かめられない。〈草稿〉では、佐々木を信仰
上の問題で批判するために会いに行った事になっているが、ブリンクリーのパーティーの時
期は、志賀が黒木を不快に思い始める時期より半年以上前なので、この設定はフィクション
である。〈草稿〉では、ブリンクリーの母と会って気が変わり、赤十字社の方に向かい、渋
谷の佐々木を訪ねることになっている。志賀家は麻布三河台町二十七番地、ブリンクリーの
家は麻布広尾町三番地にあるので、順吉の道順は、志賀家から西の方に歩いて行き、ブリン
クリーの《家の二三町手前》で母親に出会い、《其儘道を右へ折れて》渋谷の日本赤十字社
本社病院の方面に向かう道を歩く内に気が変わって、赤坂区青山南町六の一一六の黒木為楨
陸軍大将（三次はその長男）の家へ行く、というコースと見て良い。ただし、『大津順吉』
には、大津家やウィーラーの家が何処にあるかは明記されていない。
(50)明治三十九年十一月二十一日付け有島壬生馬宛志賀書簡に、「最初、一番下の妹が赤痢
にかかり、義母にうつった後、直哉にうつり、軽かったが類似赤痢ということになった。間
もなく良くなったが、乱暴したため、三四日以前からぶり返した。しかし、今はもう治っ
た。」とある。また、明治三十九年十月二十四日夜付けの志賀宛武者書簡（『武者小路実篤
全集』第十八巻所収）に《五日間籠城おおせつかつたとは御気の毒な話》とある。この二つ
から、十月二十四日、或いはその前日辺りに、一番下の妹・隆子が赤痢になったが、直哉は
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うつったと気付かず、ブリンクリーのパーティーに出たと推定できる。パーティー直後、同
じ日に志賀が不快感をぶちまけている「手帳５」の記述には、病気を思わせる言葉はない
が、まだ全く気付いていなかったためであろう。
(51)「手帳12」の「濁水」のためのメモの中に、《○Ｃその人、独特の香を想ひ起す。》
というものがある。また、『白い線』に、『大津順吉』のこの部分を挙げつつ、幼い時から
祖父母と一緒に寝ていたから、《私は母の体臭は覚えてゐない。》と書かれている。
(52)旧全集・月報９の志賀家間取図で言うと、この時、順吉（直哉）は、表の門を入って直
ぐ左の石の門から入り、風呂場の横から中庭に入って、縁側から居間に入るつもりで、風呂
場の辺りまで来た時に、倉の角を回って白が犬小屋を目指して順吉の方に走って来て、その
後を追って千代が飛び出して来たらしい。
(53)今泉容子『映画の文法』（彩流社）Ｐ76以下参照。
(54)注（44）に出るまきと朝重も、志賀にとってＣや仔犬と同様の存在だったのであろ
う。
(55)ただし、日記によれば、ブリンクリーから写真が届いたのは五月十五日、志賀がブリン
クリーに送るために写真を撮りに行ったのは五月十六日。そして、五月十二日の日記に《稲
より電話かゝりしと》とある事から、写真を下さいと言われたのは、翌十三日辺りと推定で
きる。〈完成形〉では、別々の時期の電話を一つにまとめているのである。
(56)『大津順吉』「第一」の（四）からも分かるように、当時、真面目なキリスト教徒で、
嘘をつくことを罪と考えていた志賀が、行く先を家族に偽ったり内緒にしたりして、隠れて
出掛けたとは考えにくい。
(57)前にも指摘したように、志賀は明治三十九年十二月十日付けの「手帳５」に、既に《自
分は近頃理屈の為めの理屈、不平の為めの不平。気六ヶしい顔をしてる為めの気六ヶしい顔
が嫌いになつた》と書いていたが、そういう考えを抱いたからと言って、すぐに完全に変わ
れた訳ではなかった、と見て置く。
(58)『或る旅行記』に、Ｃが連れ去られた翌日に、志賀が武者の「不幸な祖母さん」を祖母
に読んで聞かせる場面がある。そこに、志賀が泣いてしまって《読むには読んだが祖母には
解からなかつた。》《其時分彼等の頭に直ぐ浮かぶ考へで、意味は通じなくても心持は通じ
てゐるといふ考へから、それだけで彼は手紙を見せなかつた。祖母も声を上げて泣いた。》
という所がある。《意味》《理屈》は通じなくても《心持》《気分》は通じる、意識的なも
のより無意識的なものが大切という信念を志賀が持っていることに、再度、注意を促した
い。
(59)「兇行者」という言葉は、『暗夜行路』草稿13の（二十一）に入る直前にも使用例が
ある。が、そこでは殺人者というのと大差ない語感になっている。
(60)この貸本屋の主人の描写が事実通りかフィクションかは、残念ながら確認する術がな
い。
(61)旧全集・月報９の志賀家間取図と『大津順吉』を比較すると、間取りは事実通りに書い
ているようである。事実で言うと、この離れの二階は、東西が四間、南北が二間半の長方形
で、西寄りの六畳、東寄りの四畳半の連続する二部屋と、その二部屋に接して西と南にある
Ｌ字型の縁側とからなる。六畳の方は、西隣のコンデル家の庭を見下ろす側にも縁側があ
り、南の道路を見下ろす側にも縁側がある。間取図では分からないが、『大津順吉』の描写
から受ける印象では、西のコンデル家側の縁側と六畳の部屋の境目の障子戸に背中を接する
ようにして、洋式のデスクが置いてあるようである。コンデル家の温室のスティームの油煙
が縁側に来て、障子を閉め忘れると机の上にまでやって来るという「第二」の（四）の描写
と、ラストで鉄亜鈴がデスクと障子の隙間に落ちることからそう考えられる。階段は四畳半
の部屋の北側にある。私の推定通りなら、机に背をつけた順吉と四畳半から敷居を越した所
に居る千代との距離は、最大で三メートル余りにもなる。
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(62)『大津順吉』では、理屈っぽい「関子と真三」を優れた作品とは評価していない。ま
た、「第二」の（五）の順吉と祖母との議論も、〈草稿〉（十）では、《自分の将来の仕
事》は《富や名誉に換算されるものではない》、《実世間的の》《仕事》ではないといった
正論を言わせていたが、〈完成形〉では削除した。武者についても、作中で理屈を言わせな
いようにし、「不幸な祖母さん」という正義を振り回していない文章だけを採用している。
　なお、既に明治四十二年六月二十六日の「手帳12」に、「濁水」のためのメモとして、
《○議論をナマで出さぬやう注意すべし／事件をJustifyするやうな説明は避くべし》とある
ことにも注意すべきである。
(63)作中では《翌朝》としか書かれていないが、末尾の八月三十日午前三時半から逆算でき
る。以下の（イ）～（オ）も同様。
(64)七月十七日の「手帳８」によれば、Ｃは明治二十三年十二月二十五日生まれで、事件当
時は、満十七歳にもなっていない。小学校にしか行かず、この年齢では、《余りに気楽な
女》であるのも、やむを得ない所であろう。
(65)注（31）に書いたように、もともと志賀自身、熱烈でない方が冷静さを失わなくて良
いという考えだったのである。
(66)ただし、『大津順吉』と同月に発表された『クローディアスの日記』にも、クローディ
アスがハムレットに対して《事をもつと真正面から行つて呉れねば困る。露骨な裏廻り程醜
い物はない。》と思う一節があるから、「陰廻り・裏廻り」は、志賀の潔癖過ぎる性癖と、
誰かが自分に対して悪意を抱き、密かに攻撃してくるのではないかと邪推する被害妄想的傾
向に根差しているものと考えられる。
(67)今ここで言うべき事ではないが、志賀の場合も、強すぎた《我》を何とかすることで
《自由な人間》になることが、以後のテーマになって行くのである。
(68)『大津順吉』では、母の裏切りは、余りはっきりとは描かれていない。これは、広く世
間に公表するものの中に、母の悪口を書きたくなかったせいもあろう。しかし、「手帳９」
九月十五日（回想）の八月三十日の所には、母が直哉の前では今井の妻にＣの荷物を渡さな
いようにしたように言って置きながら、後で直哉に無断でＣの荷物を送ってしまったこと
や、Ｃの父やＣに宛てた母の手紙が、二人の結婚を認めるような内容では全くなかったこと
を挙げて、《母はＣをどこまでも嫁と見るの心なきは明らかなり　罪人のあつかい方なり》
と書いている。
(69)紅茶は当時すべて輸入品で、高価だった。植民地だった台湾製の紅茶が国内で発売され
るのは大正末年、日本人が普通に紅茶を飲むようになったのは第二次大戦後である。
(70)旧全集・月報９の志賀家間取図で「居間」とされているのが、ここで言う「茶の間」ら
しい。だとすると、その東隣が母の部屋、北隣が祖母の部屋で、どちらとも襖を隔てている
だけだったようである。ここで言う「座敷」はどこかはっきりしないが、「中の間」だとす
ると、母の部屋の隣だが、壁で仕切られているので、そこで話をしても声は聞こえなかった
のであろう。或いは、かなり離れた所にある二十畳敷きの「大広間」まで行ったのかも知れ
ない。
(71)「手帳９」九月十五日（回想）では、三十日に《午后ねて居る祖母に》読んで聞かせた
とあるが、寝ていたのを庭に連れ出して読んで聞かせたのであろうか？
(72)『祖母の為に』もほぼ同じだが、《既に家まで借りて、もう二三日で出ようと云ふ時》
とする点は、フィクションか記憶違いであろう。
(73)『大津順吉』には出て来ないが、「手帳９」九月十五日（回想）の八月三十日の所で志
賀は、母はＣを罪人あつかいしていると書き、また、母からＣの父に宛てた手紙に《こんな
事になつたのは皆己れの不行届から》とあることを不快だと書いている。母の「監督不行
届」という以上、二人のやったことは、監督して防ぐべき「不行跡」だったことになるから
である。
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(74)『大津順吉』では分からないが、旧全集・月報９の志賀家間取図によれば、「茶の間
（居間）」の北隣が祖母の部屋である。祖母が起きて来たのは、すぐ隣の部屋で話を聞いて
いたからであろう。
(75)「第二」の（七）に、この物置の屋根に作ってある物干場から千代が降りて来る場面が
あった。また、その章で、「白」の死体が発見されるのも、この物置である。「第二」の
（一）にも、兵隊たちが物置の軒下にかけてあった梯子を取り下ろす場面がある。
(76)「用あらば明日来よ」の「明日」が抜けているのであろう。
(77)阿部泰山全集第一巻『萬年暦』によれば、この夜は三日月である。
(78)表の門は、「第一」の（六）と「第二」の（七）に出ている門番が開けてくれたのであ
ろう。
(79)『或る旅行記』では、八月二十九日に届いた筈の武者の手紙（「不幸な祖母さん」）の
文中に既に《痴情に狂つた猪武者といはれる志賀も気の毒である》という一節がある（『大
津順吉』の「不幸な祖母さん」にはない）。手紙の実物が見付かっていないため、この言葉
が元の手紙にあったかどうか確認できないが、もしあったとすれば、父がこの様に言ってい
ることを、実際の志賀は八月二十六か七日頃に知り、二十七か八日に武者と会った際に話し
た為、二十九日の武者の「不幸な祖母さん」に出て来た、それを『大津順吉』では、《急烈
な怒り》の原因の一つに追加しようと考えて、二十九日の夜に初めて叔父から聞かされたこ
とに事実を改変した、という事になる。
(80)旅の図書館所蔵の「汽車汽船旅行案内」（明治四十年三月発行、三十九年六月改正時刻
表）によれば、当時東京市内を走っていた電車の最も遅い時刻の終電は、22時24分お茶の
水発・22時54分中野着のものである。四十年八月当時の時刻表は確認できなかったが、こ
の資料からすると、（十二）で言う《電車のレールをきしる音》は、実際には汽車のもの
だったのを志賀が電車の音と誤解した、と考えられる。
(81)「手帳９」九月十五日（回想）によれば、実際には、Ｃは三十日には本所にいて、九月
二日頃、銚子を経て小見川に帰されたらしい。
(82)先に、《星の多い晩だつたが、割りに蒸暑かつた》とあったことを併せ考えると、この
夜は、東京の上空は晴れていたが、千葉方面には雨雲があって、稲光が見えたのであろう。
(83)この「空想」と所謂「時任謙作」については、生井知子『白樺派の作家たち』（和泉書
院）所収「原『暗夜行路』論」参照。
(84)ここでも志賀が、声の調子に現われる無意識的・身体的なものを巧みに使用し、自信が
無いために強がる無理が、《幅のない声》《甲走つた声》《きい／＼声》になると説明して
いる事に注意を促しておきたい。
　なお、《これらの人々には私は変則な発育を遂げた子供以上には見えなかつたかも知れな
い。》という部分は、「大人になったら無くなる筈の子供らしい部分・子供らしい空想を残
している」が故に、この様にしか評価されない順吉に、実は「子供らしい部分・空想を残し
ている」からこそ優れた価値があることを言ったもので、この小説における子供・イノセン
スに対する高い評価と繋がる部分である。
(85)Ｆ・Ｗ・パトナムの『解離』（邦訳・みすず書房）Ｐ117～９ページに紹介されている
パトナム自身の解離体験でも、一方でパニックになりながら、《同時に自分自身の行動を距
離を置いて冷静に批評家的に眺めてい》た事が報告されている。
(86)パトナム『多重人格性障害』（岩崎学術出版社）Ｐ29～30参照。
　なお、『或る男、その姉の死』（四十）で、兄が姉の痣を忘れていたというエピソードも
心因性記憶喪失と関連しよう。ただし、私見によれば、この姉の《桃色の柔らかさうな耳》
にある《青みを帯びたあざ》《に触れてみたい不思議な欲望》は、志賀が満三歳ぐらいの
時、母・銀の性器、実際には恐らく肛門（幼児には女性性器というものの認識はないだろう
から）に悪戯をしようとした記憶（『暗夜行路』草稿１・27）の変形であり、その近親相
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姦的な意味合い故に抑圧され、忘れられたと考えられる。志賀はこの姉を母なるもの（銀・
浩・留女）と密かに同一視しており、姉の死因が《悪阻から変化した余病》（三十七）とさ
れていること、姉が死んだ時（三十九）、夫が泣かなかったこと（この二つは銀）、それに
（三十九）に出る「蒲団を汚したくないから汚い蒲団に変えてくれ」という姉の発言が、そ
の元になった志賀の明治四十五年一月十三日の夢では銀・浩・留女のどれともつかないよう
な人物の発言であったこと、が証拠として挙げられる。
(87)志賀は、明治四十年六月十三日の「手帳７」に、「女がいじめられて無意識に男を殺
し、手についた血を見ても怪我でもしたのかと思う。その内、記憶が蘇って来て、ハッと思
う拍子に気が違う。」という夢をメモしているが、これも「解離」状態での殺人である。
(88)拙稿「『黒犬』に見る多重人格・催眠・暗示、そして志賀の人格の分裂――【付録】麻
布老婆殺し事件関係資料」（「甲南国文」第50号　平成十五年三月）を参照されたい。　
(89)未定稿99（「僕は今晩酒を飲みつゝ」と始まるもの）に、《僕の家は気違ひすぢなの
だ》という一節がある。ただし、純然たるフィクションの可能性も高い。
(90)『暗夜行路』草稿７によれば、志賀は十四歳ぐらいから一時的な失語症の発作を繰り返
し経験していたらしい。未定稿101「深淵を凝視する人」に失語症が出るのは、自己の体験
に根差していると思われる。
(91)《其時に鉄亜鈴が机の上のランプとは五寸と離れない所へ飛んで行つた》という（）内
の二度目の鉄亜鈴の描写を読む時、私（細江）は、スローモーションでランプのそばへ飛ん
で行く鉄亜鈴をじっと見ていながら、ひやりともしない私自身を映像的・感覚的に思い浮か
べる。そして、その時の私自身の感じは、視覚的には物の細部まではっきり見えているの
に、見ている物事が夢の中の出来事のように遠く感じるという、まさに「解離」的・夢遊病
的な状態だと感じるのである。
(92)Eugen Sandow（1867～1925）が解剖学に基づくボディビルディングを開発し、1891
年に片手で122㎏強のバーベルを頭上へさし上げて世界一の力持ちと称され、世界各地を
回ってこのトレーニングの普及に努めた結果、ボディビルディングは世界的なブームを呼ん
だ。日本でも、古くは「雑録　サンダウの体力養成法に就いて」（講道館の雑誌「国士」第
一巻第一号、明治三十一年）などで紹介され、明治四十年六月十九日には、「国民新聞」が
「鉄亜鈴で有名な体育家サンドウの健康法（体操療法）が流行」と報じる程に流行してい
た。
　なお、「手帳12」の《下の石井を思ひ笑ふ》というメモは、明治四十二年六月中旬に書
かれていて、『大津順吉』で《其後二年程して畳がへの時見たら》と言われているまさにそ
の時に《根太板が（中略）折れてゐ》るのを見て思い出して、メモしたものかも知れない。
(93)これらは、生井知子「志賀直哉と父」（『白樺派の作家たち』）で、ハバードの『スカ
イ・ジャッカー』を引いて述べられている事とも繋がるものと思う。
(94)この手紙をこの時、取り戻そうとしたのは、「濁水」の執筆を計画していたからであ
る。
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